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農業の成長産業化及び農業所得の増大を図るため、2023 年 4月 1日に改正農業経
営基盤強化促進法等の一部改正が施行されました。この法律の施行により、従来から
市町村が取り組んできた「人・農地プラン」は「地域計画」に名前を変えて法律に位
置付けられました。農業委員会は「地域計画」において、将来の地域の農地利用を示
す「目標地図」の素案を作成する役割を担うこととなります。
また、農用地利用集積計画と農用地利用配分計画の一本化など、農地に関する仕組
みも大きく変化しました。
こうした状況において、農地の見守りや農家への声掛けなどを通じて地域農業を守
る農業委員・農地利用最適化推進委員の存在はますます重要となっています。また、
委員の皆様には農地利用の最適化に加えて、地域のリーダーとして各種制度や支援策
を地域の農業者等に適切に提供していくという役割も期待されています。
本書の第１章では、「農地利用の最適化」をはじめとする農業委員と農地利用最適化
推進委員の役割を解説しています。
第２章と第３章は、幅広い制度や施策をコンパクトにまとめています。
第２章では、地域計画の策定を通じて農地の出し手と受け手を明らかにしつつ、農
地中間管理機構を通して農地を集約する取り組みや、利用状況調査・利用意向調査の
ほか、新規就農・企業参入の推進などの農地対策を、第３章では複式農業簿記や青色
申告、農業経営の法人化、家族経営協定、農業者年金、税制、収入保険制度などの農
業経営対策を紹介しています。
また、第４章では、農林水産省の支援施策の中から主なものを選び、「◯◯がしたい」
といった 20のニーズ別にポイントを紹介しています。
農業委員・農地利用最適化推進委員、地域リーダーをはじめ関係する方々は、先の
法律改正等により農業者から相談を寄せられる機会も多くなるかと思われます。日頃
より本書にお目通しいただき、相談への対応等にお役立ていただければ幸いです。

� 2023 年８月

は じ め に
2023 年４月に施行された改正農業経営基盤強化促進法により「人・農地プラン」

が「地域計画」として法定化されました。各市町村・農業委員会などの尽力によ

り、2025 年３月末までに全国で約２万の「地域計画」が策定されたところです。

2025 年度以降は「地域計画」を実現するための取り組みが本格化します。また、

地域の実情に合わせ「地域計画」の完成度を高めること（ブラッシュアップ）が大

切です。

こうした状況において、農地の見守りや農家への声掛けなどにくわえて、地域の

話し合いの中心的役割も担う農業委員・農地利用最適化推進委員の存在はますます

重要となっています。また、委員の皆様には農地利用の最適化に加えて、地域のリー

ダーとして各種制度や支援策を地域の農業者等に適切に提供していくという役割も

期待されています。

本書の第１章では、「農家相談の心得」と題し、地域の農家からの相談に応える

ためのポイントなどを解説しています。

第２章と第３章は、幅広い制度や施策をコンパクトにまとめています。

第２章では、地域計画のブラッシュアップ・実現に向けて求められる取り組みを

解説しつつ、農地中間管理機構を通して農地を集約する取り組みや、相談が増える

「営農型太陽光発電設備の取り扱い」や「所有者不明農地の活用」を収録したほか、

新規就農・企業参入の推進などの農地対策を、第３章では複式農業簿記や青色申告、

農業経営の法人化、家族経営協定、農業者年金、税制、収入保険制度などの農業経

営対策を紹介しています。

また第４章では、農林水産省の支援施策の中から主なものを選び、「◯◯がしたい」

といった 18のニーズ別にポイントを紹介しています。

農業委員・農地利用最適化推進委員、地域リーダーをはじめ関係する方々は、先

の法律改正などにより農家から相談を寄せられる機会も多くなるかと思われます。日

頃より本書にお目通しいただき、相談への対応等にお役立ていただければ幸いです。

� 2025 年７月
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（１）相談の心得
地域の農家からの相談に応えるためには、本
書で記載されている支援制度等の情報を網羅し
ておくほか、適切な相談対応に努める姿勢が重
要です。４つの「相談のポイント」を押さえて、
上手な対応を目指しましょう。

ポイント１
まずは “軽い世間話 ”から始める
　相談はとにかく硬い雰囲気になりやすい。
「硬い雰囲気」は「事務的な雰囲気」となり、
相談者が心に壁を作り、「要求の突きつけ」
や「不平不満」を言う場になり、場合による
と責められることになる。したがって、始め
は “軽い世間話 ”をして、打ち解けた雰囲気
ができてから本題に入るようにする。

ポイント２
「アドバイスは最後の手段」と心得る
　相談を受けるときは「アドバイスは最後の手
段」と心得ておくことが大切。相談者が話をし
たあと、間髪入れずに「それについては〇〇と
いう制度があります」と、すぐにアドバイスを
してはいけない。すぐにアドバイスをされると、
相談者は「私の気持ちをしっかり考えもしな
いで、話してくる人だなあ」と感じ、せっかく
のアドバイスを受け入れなくなることがある。

ポイント３
アドバイスの前に「質問」して確認する
　アドバイスの前に①相談者の気持ち�②状
況を確認する。
　この２つのうち、より大切なことは「相談
者の気持ちを確認する」ことだ。相談者は、
解決策を聞きたいだけでなく、自分がどんな
に困っているかという「気持ちを聞いてもら
いたい」と思っている。その気持ちをしっか
りと受け止めることが、相談者との信頼関係
を作り、後の話がスムーズに進むようになる。
そのために、「今のことについて、もう少し
詳しく話してもらえないですか」と、あえて
“掘り下げる質問 ”をすることが効果的だ。

ポイント４
アドバイスではなく「情報提供」を
　アドバイスをするときは「先生」になって
はいけない。「私はいろいろ知っている」と
いう姿勢ではなく、「いろいろ話を聞いて困っ
ているということがよく分かりましたので、
一緒に考えていきましょう」という姿勢が大
切だ。そのためには、「情報提供をする」と
いう姿勢で話をすること。「このような制度
がありますよ」ではなく、「このような制度
があるのですが、どうですかねえ？」という
話し方をする。
（協力：一般社団法人�会議ファシリテーター
普及協会（MFA））

１）相談活動の実施
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